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Abstract:  Japanese has a construction whose ﬁrst part has the structure of a sentence with a 
verbal (or similar) predicate, but whose second part has the structure of a sentence with a nominal 
predicate. In view of its dual characteristics, I have labeled it the ‘mermaid construction’. Some of 
the nouns used in this construction have a grammatical meaning or function, that is, they are gram-
maticalized. Th e mermaid construction seems uncommon crosslinguistically, being found only in 
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プロジェクトの概要
　日本語には，前半が動詞述語文などと同じであり，後半が名詞述語文（「名詞＋だ」）と同じである，
実に奇妙な文がある。前半と後半が異なる点で人魚に似ているので，人魚構文と名付けた。
　人魚構文の「名詞」の位置に現れる名詞の中で，形式名詞は文法化している。人魚構文が持つ意味・
働きは，（a）モーダルな意味，（b）アスペクト的な意味，（c）文体的な効果・働きの三つに分類できる。
　人魚構文は世界的に見ても珍しいようだ。その原型あるいは原型に近いものは，日本語の他には，
アジアの七つの言語とアフリカの一つの言語にしか見つかっていない。
　これらの言語においても，人魚構文に現れる名詞は文法化の現象を示している。
　今後，様々な言語における人魚構文の特性を精査・比較することにより，文法化の研究などの点
において，言語学の一般理論に貢献できるであろう。
